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本県にはこれまでに発見された約4500ヶ所の遺跡をはじめとして、先人

の遺産である埋蔵文化財が豊富に残されています。これらの埋蔵文化財は、

地域の歴史や伝統を理解し、未来を展望した香り高い文化を育んでいくう

えで、欠くことのできないものであります。

一方、日本海沿岸東北自動車道をはじめとする高速交通体系の整備は、

ゆとりと活力に満ちた新しいふるさと秋田の創造をめざす開発事業の根幹

をなすものであります。

本教育委員会では、これら地域開発との調和をはかりながら、埋蔵文化

財を保護し、活用することに鋭意取り組んでおります。

本報告書は、 B本海沿岸東北自動車道建設に先立つて、平成10年度に琴

丘町で実施した兵ヶ沢遺跡の発掘調査成果をまとめたものであります。調

査では、縄文時代の住居跡や建物跡が見つかり、当時の人々の生活の一端

が明らかになりました。

本書がふるさとの歴史資料として広く活用され、埋蔵文化財保護の一助

となることを心から願うものであります。

最後になりましたが、発掘調査ならびに本報告書の刊行にあたり、ご協

力をいただきました司本道路公団東北支社秋田工事事務所、琴丘町教育委

員会など関係各位に対し厚くお礼申し上げます。

平成12年 3月

秋田県教育委員会

小野寺清
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1 本書は、日本海沿岸東北自動車道建設事業に係る埋蔵文化財発掘調査報告書である。

2 本書は、 1998(平成10)年度に調査された秋田県山本郡琴丘町に所在する兵ヶ

を収めたもので、日本海沿岸東北自動車道建設事業に係る埋蔵文化財発掘調査報告書としては 2冊

目に当たる。

3 調宥の内若手については、すでにその一部が年報などによって公表されているが、本報告書を正式

のものとする 0

4 本書の執筆は、第 1章第 2節・第 3章・第4章第 1節・第 2節は高橋保が行い、他は高橋忠彦が

千子った。

5 第 5章「自然科学的分析」は、株式会社ノミリノ・サーヴェイに委託した報告であるが、遺構の名

称などを一部補訂している 0

6 本書に使用した地形図は、国土地理院発行1/25000地形図 f鹿渡j. ~小又口』イ五城自 j

『湯ノ又』と日本道路公団東北支社秋田工事事務所提供の1/1000工事用図面である。

7 本報告書を作成するにあたり、以下の方々からご指導・ご助言を賜った。記して感謝申し上げま

す。(敬称略、五十音順)

田康博 e 小笠原雅行・木村餓次郎・木村将来・斎藤岳・茅野嘉雄@中村美杉・成田滋彦

秦光次郎

凡 例

1 遺構番号は、その種類ごとに略記号を付し、検出11買に通し番号を付したが、後に検討の結果、

構ではないと判断したものは欠番とした。また、遺構には下記の略記号を使用した。

S 1・. .竪穴住居跡 S B . .・掘立柱建物跡 SK・. . 

SKT. .陥し穴状遺構 SN. . .焼土遺構

2 遺跡基本層位と遺構土層中の土色の色調表記は、農林水産省農林水産技術会議事務局監修、財団

法人日本色彩研究所色票監修『新版 標準土色枯j(1998年版)によった。

3 土層番号に用いた数字は、ローマ数字を遺跡基本層位に、算用数字を遺構土層に使用して区別し

た0

4 本文中で、挿図掲載遺物を指示する際には、挿図 1中の 1の遺物は1-1のように略記している。

5 遺構実測図と遺物実測図中で使用したスクリーン・トーンは下記のとおりである。

石器の磨り面
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第 1章はじめに

第 1節調査に至る経過

日本海沿岸東北自動車道は、平成9年 2月に新潟市~青森市までの全区間が路線の指定を受けてい

る。秋田県におけるそれまでの路線名は、日本梅沿岸東北自動車道象潟秋田線(象潟~秋田開)及び秋田

となっていた。兵ヶ沢遺跡に係る昭和町~琴丘町開の20.7kmについては、平成 3年12月に整備

計画区間に決定され、平成 5年12月の実施計画認可を経て平成6年11月に路線が発表された。

これを受けて秋田県教育委員会は、路線上の埋蔵文化財-の確認のため平成 8年の 9 ・12月に分布調

査を実施し、兵ヶ沢遺跡を含む周知の遺跡3ヶ所、新たに発見した遺跡16ヶ所の計19遺跡であること

を確認しいずれも範囲確認調査が必要であるとの結果が出された。

ケ沢蓮跡の馳l!llT師芯調企は、 24，100mを対象とし平成 9年11月に実施された。この結果、遺跡は

縄文時代前期及び中期の集落跡であり、工事区域内遺跡面積は10，500rrfであった。なお、今回の調査

の対象となったのは、このうちの 2車線部分の8，050rrfである。

第 2節 調 査 要 項

遺跡名

遺跡略号

所在地

調査期間

調査自的

調査対象面積

調査面積

調査主体

調査担当

兵ヶ沢遺跡(ひょうがさわいせき)

3HGS 

秋田県山本郡琴丘町鹿渡宇兵ヶ沢48外

平成10年 5 月 12 日 ~7 月 31 日

日本海東北沿岸自動車道建設事業に係る事前発掘調査

8.050rrf 

8，050rrf 

秋田

高橋 保(秋田県埋蔵文化財センタ

(現県立大出農業高等学校主事)

1科主事)

村上

関

(秋田県埋蔵文化財センター調査課調査第 1科文化財主事)

友明(秋田県埋蔵文化財センタ 1科非常勤職員)

総務担当 (秋田県埋蔵文化財センター総務課主査)

佐藤 幸嗣(秋田県埋蔵文化財センター総務課主事)

秋田

八文字 隆(秋田県埋蔵文化財-センタ

木敬隆(秋田県埋蔵文化財センター総務課主事)

自本道路公団東北支社秋田工事事務所 琴丘町教育委員会調査協力機関

寸
，

i



第 2章遺跡の環境

1節遺跡の位置と

ある 西側の東部承水路から東側の出羽丘陵の間にある

る町である。 I日

して走り、

って南北に延び、る

この ]R

北緯40
0

1/30っこ位置している。

中心とする地域は出羽丘陵の北寄りにあたり、

二|ヒ緯
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第 1図遺跡の位置

り
ふ

を中心に、

ア号と ]Rほぼ中央を、

.7kmほどの東経140
0

5/24庁、

山地、西は日本海、北は白神山

まれた地域である。

恨Ijにそびえる標高400rIl前後の

山地は、標高400'"'--'100m

の鹿渡丘陵地、さらに

40"-' 15mの鹿渡台地、八郎潟

湖岸低地へと繋っている。

跡は、この鹿渡台地の西側先

端部に立地している。

地は下末吉富に相当する浸食

面と考えられ、広大な平坦面

の西縁は南北にほぼ ]R奥羽

本線に沿うようにして延びて

おり、大小の沢によって開析

を受けた結果台地の西側先端

部は舌状を呈する部分が多い。

台地の西縁から700mほど東側

に位置する兵ヶ沢遺跡の南と

二!と西側にも沢が入り込み、北

側には沢を隔てて縄文時代前

期の狐森遺跡があり、南側で

は沢によって調査広が南北に

分断されている。
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2節回引の地形

を含む地域は、ケ

分岐する

ある。 える房住山[11地と北の七也

、西側にはこれらの111R愛をとりまくよう

る浸食小起伏部群が、その|幅 8kmまで発達している。また、こ

となっており、西側では低位段丘面が平野田ととも

台地， i底地の三段化し

ら北に7.5kmほどを西流するこ

ぎ込んでいる

I[の他は、

ぎない。

る鹿渡台地は北側 I[、南側を鯉)I[川によっ

にようて けている。 さ2m

白色砂層、厚さ 1mの粗砂があり、さら

山麓に沿って薄く砂質頁岩角礁がわずかに見られる。

交叉して、これを取り ように発達する

第 2節周辺の地形

し、 山地から

あ

山地に接する地形

し、この地域では111地、

を形成する水系は、

I[や鯉川川

れた地域に広がり、大小の沢

2mの微砂、

から成る

として

の武蔵野面相当面とのモザイク状面より成り立っていて、この全域がN-S方向に発達する

線に起因する活構造の他律性によって発達しつつある台地面である。

第 3節歴史的環境

琴丘町には、『秋田県遺跡地図(中央版Hによれば、縄文時代から中世まで23遺跡が挙げられている。

しかしながら、当地域における最近の大規模ほ場整備事業や道路建設事業に伴う遺跡調査から、 i日石

器時代から中世における遺跡の数が増加し、その調査の結果から当地域における歴史の一端が見えて

きている。

平成6年、長信田地区のほ場整備事業に伴い調査された家ノ下遺跡(E)では、 は初めての

i日石器が確認され本格的な調査が行われている。遺跡は、下末吉面に相当すると

面に立地していて、縦長剥片素材のナイフ形石器や米ヶ森技法による とする

が出土し、 AT降灰(BP 25，000年前後)以前の時期が想定されている。

縄文時代では、前期の狐森遺跡(18-10)がある。狐森遺跡は、兵ヶ沢遺跡の北側に位置しており、

成10年度にはほ場整備事業に伴い調査(文献 5)が行われ、また平成10. 11年度の 2ヶ年にわたって日

本海沿岸東北自動車道建設事業に伴う調査(文献6)も行われている。前者の調査では、縄文前期の円

されている。さらに、後者の調査で、は円筒下層 a' b 

器を主体とする捨て場が検出されており、兵ヶ沢遺跡とは|日沢を挟んで、北側の台地にあることから向

関連性がうかがえる。後期前半では、先に述べた家ノ下遺跡で多数のフラスコ状土坑が調査さ

れている。また、堂の下遺跡(B)からは、後期中頃の竪穴住居跡から頭部に細密な文様を施し

が見つかっている。

5 



第 2章遺跡:の環境

大潟村

3主m

圏丘陵地 I 図瑚出E 閣はIl1¥1ttllt: ~~ 

国間丘H 砂磯段丘 γ 回一I

田即日 回砂腕丘町 仁二二ゴ砂1終段丘誼

砂牒段丘N
口一 白砂堆

圏三角州と向洋平野 離議題人工改変地

第 3図周辺の地形

- 6 -





第 2章遺跡の環境

(18-7)がある。 ケvて窓跡、から南西へ9001TIほ

されなかったものの、

している。特に晩期前半の大洞B.B

シン'ボ、ノレにもなっている。

ると、

あり、

縄文時代後期後半から晩期の中

く、中でも 3点出土した海:獣を模したと思われる

中台遺跡(F)がある。平成6.

10世紀代の建物跡、板塀跡などと

されたもので、

されている。この他自本海沿岸東北自動

されされた小林遺跡

どが出土している。さら

古代の製鉄炉が確認され当

たほか、フイゴ羽口、

(D) 

に伴う

あることがわかり、隣接する

も見つかっている。

る (B)がある。小林遺跡とはると、

沢を隔てた北側の丘陵にあり、

では、

りは70 以上に及ぶと見られている。平成10' 11年の調査

ており、

として館の越館(18-9)と古館城跡がったことが解明されている。このほか、

あり、いずれも空掘が確認されているものの、発掘調査が行われていないため詳しいことは不明である。

における遺跡を概観したが、!日石器時代から縄文時代の遺跡は標高20m前後の台地上にある

ことがわかるが、堂の下遺跡の縄文時代後期の竪穴住居跡はその立地から見ても特異なものと考えられる。

また、近年の調査では、当地域で古代から中世にかけては製鉄関連遺跡が多い。このことは、堂の下

らかになったように、砂鉄が容易に獲得できたことに起因するものであろう。当地域の

古代から ける されてくるものと考えられる。

遺跡悉号 i立RjI);おi i'JT 名正 J血 lI{r fc 参考文献 irt込 n町H!'iγ口ヴ i立時本名 Jす? i也 11寺 f'(; 
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3章発掘調査の概要

第 1節遺跡の概観

ある琴丘町は、八郎潟残存湖の東岸及び北東岸にあたり、出羽丘陵の北東辺に位置する。沖

積平野は、八郎潟残存湖に沿って琴丘町西端部を南北方向に広がるものの極めて狭小で、ある。西流し

ていた旧来の沢は、水田化さ

兵ヶ沢遺跡は、琴丘町の

'じゅんさい沼として残っている。

り、町役場から南方約 2kmの地点に位置し、湖岸平野に向かつて

舌状に張り出し，た標高15m'"'--'20mの台地上に立地する。なお、水田(I日沢地)を挟んで、北側には狐森遺

跡が立地し、その間の距離はおよそ150mである。

遺跡の現抗は畑及び荒れ地で、 は果樹圏があり、南側は昭和30年代に構築された堤がある。

また、土地の区画のために杉が直線状に植林されてい

一Q
?

第 5図

第 2節調査の方法

1 調査区の設定

言十回路線の基準杭STA . N 0 . 201+00中心杭を原点 (MA50)とし、この原点から真北方向 をi翠

定しこの基準点に直行する 4mx4mのグリッドを設定した。また20ヶ所の杭をレベノレ原点とした。

グリッド杭に ら 7Pっ L S . L T . 1VIA . MB  ...というアノレブアベッ

トと、南から北に向かつて南北方向を示す...48. 49 . 50・51..・の 2桁の数字を組み合わせた

入し、各グリッド杭に両者を組み合わせ、グリッド呼称は南東隅の記号(MA50など)を用いた。

調査対象全域にグリッドを設定することにより、計間的な調査と同時に遺構の平面的位置の把握に

努めた。

ハ可
V



第 3章発掘調査の概要

2 

き、 し その後にグリッ

<

後

図

トータルステーションでそ

いて

し、

て〉

させるという手順をとった。柱穴様ピットについては、

確認毎に01から通し番号で付し

り上げ>遺物は遺跡名 e 出土グリッド@

し

./ 

" 日 した袋に入れ、取り

を付したものは、 トータノレステーションで、出土地点及び出土レベルを測定した。

<実測図の作成>遺跡管理システムを使い、トータfレステーションで遺構の平面図を作成した。また、

微細な平高図は1/10、土層断面図は1/20を原員Ijとして、パソコン上で平面図と合成した。

<写真の記録>記録のために撮影した写真は、 35mm半uモノクロ智カラースライドをそれぞれ使い分け

3 遺物整理の方法

<遺物の整理>遺物は縄文土器と数片の土師器および石器・石製品が出土した。 55x 34x 15cmのコン

テナで80箱である。これらの遺物を洗浄し、接合作業を行った。土器と石器には、遺構名@グリッド

名・層位@出土年月日を注記した。

<土器・石器の実測図作成>ある程度復元された土器は図を作成し、土器破片については拓影を採っ

た。石器はすべて1/1で図化した。

第 3節調査の経過

調査に先立ち、調査誌内の表土除去を 4月27日から 5月6日まで実施した。表土除去が終了した後

にグリッド杭打設を行った。

5月12日:調査開始。発掘機材等の搬入、環境整備を行う。

5月13日:ベルトコンベアの設置。日本道路公団の JV関係者来跡。調査工程の説明と相互に作業上

の安全について確認した。

5月14日:基本土層ベノレトの上物を

5月15日:第 1号竪穴住居跡検出、第 1号土坑をはじめとして 8基の土坑を検出。

5月18日:第12号土坑検出。

5月1913:第 1号竪穴住居跡確認写真撮影。

5月21日:第 1号竪穴住居跡の東側に、第 2号竪穴住居跡を検出した0

5月22日:道路公団東北支社秋田

5月26日:竪穴住居跡の遺物出土状況の平面図作成。

5月27日:トータルステーションで、調査範囲及び検出済み遺構の実測を開始した。

5月28日:県教育庁文化課文化財担当者来跡。

6月 1日:基本土層ベルトの土庸断面図作成。

10 -



第3節調査の経過

6月3日:琴丘町助役、

6月8自:北東部沢部分にサブトレンチ

6月10日 1 

掘り下げを開始する。

り 北西部

出土遺物についてはトータルステーションで取り上げを行う。

6月11S :雨天のため出土遺物の洗浄を行う。

6月12日:南側飛地調査区を粗掘りし、第14号土坑検出。琴丘町長来跡。

6月四日:第 1号竪穴住居跡平面図作成。第 1

6月19日:遺物の取り上げを行う。

6月22日:竪穴住居跡の北側ピット群の平面図を作成し、第 1号掘立柱建物跡と確認した。

6月初日:北東沢部分掘り下げ終了。

ア月 2日:県教育長文化課長来跡。

7月3日:図面の修正を行う。

7月6日:基本土層断面図を作成。基本土層ベルト除去。第 2号竪穴住居跡炉部分平面図作成。

7月7自:第 1号竪穴住居跡内土器集中部分写真撮影、微細図作成。

7月9日:第 1号竪穴住居跡柱穴群の断面図作成。第 2号竪穴住居跡土器集中部分撮影。

7月15日:第 1号竪穴住居跡炉部分の断面図作成。

ア月 17日:第 2号竪穴住居跡炉部分完掘、写真撮影。

7月21日:第 1号陥し穴状遺構検出。

7月22日:第 2号竪穴住居跡完掘写真撮影。

7月28日:第 1号陥

7月31日:調査終了後の全景写真撮影。調査終了。

1
i
 

1
i
 



第 4章 の記録

第 1節 の土也汗多と

ケ とく、 に回まれた舌状の台地に立地する。こ は北西側

の水田に面した台地先端部に広がってレ 1るものと考えられる。このう

フ820rrf、飛び地状の南側調査が230rrfの計8フ050rrfである。

i玄の標高は15.5，，-，17. 8mで、北側は水田となっている 5mの大きな沢によっ され

ている。また南側は自然の沢を利用して昭和30年代に造成された沼沢地となっており、沼沢地南側に

は飛び地状の南側調査区がある。

の地，lJffiで、の標高の高い地域は55"-'70グリッドラインで、竪穴住居跡をはじめとする

の多くが集中しているが、遺構の上部はほとんど残っていないことから、畑や果樹園造成の際に深く

削平を受けていることがわかる。この調査区中央から地山間は南と北方向に向かつて緩く傾斜してい

るが、北側では南東方向に小沢が入り込んでおり、 65グリッドライン付近からは東方向にも緩い斜面

MB48 

17.0m 
LT57 

..---r一L一一S一65 
し866

しR69
一一-16.0m

illPv1 Iv 

m
 

s一

一一-16.0m

也 17.0m

MG61 

よ 17.0m

MD60 L059 

V V 

一-16.0m

MC60 

v 

v 

ち図基本層序
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第 1節調査区のl由形と層位
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第4章調査の記録

となる。

III 

ノレト

が欠如

きた。

(10YR3/3) 

られる。

く占める付、 元;告し¥

(耕作土)で、地山ブロックと砂1擦が混入。

した

(10YR3/2) 

的に残っているに過ぎない。

地山粒@炭化物混入。 LR69. MD60グリッド付近に部分

くしまり、炭化物が混入する。 で缶、

と土師器などが混在している。 60~65グリッドラインに認められる。

(10YR4/3) ~褐色土 (10YR4/4) 漸移層である。

(10YR5/6) 粘質土の地山である。

第 2節検出遺構と出

本調査で検出し 2軒 e 掘立柱建物跡2軒@土坑18基@焼土遺構 1基@焔し穴状

1基の計24遺構である。これら遺構は竪穴住居跡や掘立柱建物跡が集中する65グリッドライン以

北、第 5 号土坑など 6 基の土坑がある60~65グリッドラインの問、 4基の土坑がある 45グリッドライ

ン付近の 3ヶ所にまとまりが認められる。

1 竪穴住居跡

第 1号室主穴住居跡(SI02) (第8.16.17図、図版2.3・6・7)

<位置>MF67. 68グリッドに位置する。

<確認状況>第V層(地山上面)精査中に、黒褐色土の落ち込みとして確認した。確認菌で石器剥片 e

細片が出土した。

<平面形 e 規模>直径2.63mの円形を呈しているが、住居周国を巡る柱穴までを居住可能範囲とした

場合直径3.2mほどの規模となる。

<埋土>4層に分けられ、このうち 3. 4躍は住居廃棄直後に当時の表土や地山土が自然堆積したも

のと考えられる。 1層と 2層は遺物包含の有無から明瞭に分患でき、 2層は遺物を含まない極めて硬

くしまった土で、住居周囲の盛土が堆積した可能性がある。 1層の多量の土器片は、 2層によって住

居が埋まりきらないうちに、人為的に廃棄されたものである。

く壁 a 床面>確認面から住居底面までの深さは20cmほどで、壁は東側を除いて底面から緩く立ち上が

る。北東側の床面は、壁に向かつて緩やかなスロープになっていて、硬くしまっていることから出入

り口の可能性がある。

<炉>炉は確認できなかった。

<柱穴>住居周縁で確認され、住居中央に向かうように若干斜めに掘り込まれている柱穴がある。

<遺物出土状況>遺物のほとんどが 1層下部から出土しており、廃棄されたものと判断した。

く出土漬物>土器は少なくとも 4個体は識別できたが、磨滅が著しく完形土器は無い。口縁部は直立

-14 



第 2節検出遺構と出土造物
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A 16.Jm旦

C 16.3m旦

巨 16.3mよ

第 1号竪穴住居跡

1 黒褐色土(10YR3/2) 硬くしまる。炭化物少量混入。

土器片・剥片・チップを多く含む。赤褐色(2.5YR4/6)の焼土ブロック浪入。

2 にぶい黄褐色土(10YR4/3) 硬くしまる。

にぶい黄褐色土(10YR5/4)がブロック状に混入。炭化物少量混入。

3 暗褐色土(10YR3/3) 硬くしまる。黄褐色土がわずかに混入。

4 褐色土(lOYR4/4)十暗褐色土(1O-lR3/3) 硬くしまる。

第 8図第 1号竪穴住居跡

するかわずかに外反し、底端部が外に張り出す。体部上半には円形刺突のある隆帯が貼付され、体部

きれ、 口 も縄文が施される

2点と

1 1 

石箆 1点、石錘3点、

<時期>2層出土土器が円筒下層a'b式土器であることから、

る。

の剥片が出土し

ら中葉と考えられ

に
.
U
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第4章調査の記録

2 9・16. 6・7)

く位置>MB66. 67、MC66"-'68グリッド

く確認状況>第V層上部で焼土遺構(炉)

断した。

る し、 と判

く

ている。

に巡ることから、 ることなく 2 が行われ

とした場合、 SIl2Cは誼径4.5mほどの円形を呈し、 SIl2A、SIl2Bもそ

と推定される。

り

けているため、

きなかった。

きなかったが、

きなかった。く

く

<

は硬く ある。

く炉>SIl2Cのほぼ中央で 1ヶ所確認した。炉の平面形は長軸67x矩軸38cmの小判形を呈し、

ら6cmほど掘り込んで、いるが、底面の状況は根の撹乱を受けていて不明である。埋土は暗褐色土

し時赤褐色の焼土ブロックを多量に含む。底面からは押しつぶされた状態、

した。

<柱穴>柱穴の埋土は大半が暗褐色を呈し、いずれも柱痕跡は認められなかった。 P13から検出した

炭化材の年代測定と樹種間定を行い、 4550y.B.P.でクリ材という結果が得られている。

<遺物出土状況>炉からは縄文土器片、柱穴からは縄文土器細片と剥片が出土した。

<出土遺物>土器 (16-10~13)、石器(17-6"-'12)とも炉から出土したものである。土器の口縁は外反し、

撚糸文を施文後に円形刺突を施した 2条の隆帯が巡る。底部は端部がわずかに張り出し、丸みを持っ

て立ち上がる。胎土には繊維を含んでいる。石器には、頁岩製の石鍛2点、石核 1点のほか、磯石錘

4点が出土している。

<時期>炉出土の土器が円筒 a . b式土器であることから、縄文時代前期中葉と考えられる。

2 掘立柱建物跡

(SB58) (第10図、図版 3)

く位置>MF. MG68・69グリッドに位置する。

<確認状況>第 1号竪穴住居跡の北側で、第V層の精査中に柱穴を確認し

<平面形@規模>611琵の柱穴からなる六角形を呈している。柱穴開の距離は、 P1-P3.P1-P5、

P2-P4. P2-P6が1.2m、P3-P4 . P5-P6は2.1mである。また、 P1とP2を結ぶ主軸方向は

N-75
0-Wで、距離は 3mで、ある。

<柱穴>直径21~28cm、深さ 22~38cmのほぼ円形である。

<埋土>柱穴の埋土は黒褐色と暗褐色系の土が主体で、各柱穴の上位にある黒褐色土は、基本十嵐の

困層が自然流入したもので、ある。 Pト P5.P6の2J曹は地山 くしまっ ある

ことから、

く

く

く

めの土と考えられる。

>それぞれの柱穴から 、剥片が出土した。

しい器形などについては不明である。

ら縄文時代であることはわかるが、より具体的な時期については不明である。
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第 2節検出遺構と出土漬物
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訴l宜の記録第 4

。
。
も々 。

F 

P3 

。
。。

。

。
⑦ 

P6 
K 16.3m し

司7

P5 
16.3m J 

~ で専7

P3 
E 16.3m F 

百:

。

~写7す 7

P 1 
黒褐色土(10YR3/2) 硬くしまる。にぶい葉褐色土(lOYR5/4)ブロック少量混入。
にぶい黄褐色土(lOYR4/3) 硬くしまる。黒褐色土(10YR3/2)混入。
P2 
黒褐色土(10YR3/2) 硬くしまる。
灰黄褐色こと(10YR4/2) 硬くしまる。
P3 
黒褐色土(10YR3/2) 硬くしまる。
にぶい黄褐色士(10YR5/4) 硬くしd-."cJ 0 

にぶい黄褐色土(10YR5/4) 硬くしまる
黒褐色土(10YR3/2) 硬くしまる。 3
P4 
暗褐色土(10YR3/3) 硬くしまる。土器片多く含む。
H音褐色土(10YR3/3) 硬くしまる。黄褐急土粒(径 3mm)わずかに混入。
日音褐色土(10YR3/3) 硬くしまる。明黄褐色ニヒ(10YR6/6)粒(径 2mm)多く
黒褐色土(10YR3/2) 硬くしまる。明黄褐色土(10YR6/6)ブロックを多く
褐色土(10YR4/4) 硬くしまる。黒褐色土混じる。
P5 

2m 。

1 
2 

地山粒少量混じる。

わずかに混入。
多く混入。小牒(径 5mm)をわずかに含む。

1 
2 

1
2
3
4
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つω

円
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ブロックを多く混入。
ブロック(径 5mm)多く

硬くしまる。
硬くしまる。
硬くしまる。
硬くしまる。
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P6 
黒褐色土(10YR3/2)
黒褐色土(10YR3/2)
黒褐色土(10YR3/2)
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第 2節 検出遺構と出こi二遺物

第2号掘立柱建物跡(SB59) i辺、|玄i版 3)

く位置>調査区北端のMB. MC74・75グリッドに位置する。

く確認状況>第V層精査中に柱穴群を確認した。

< -規模>北側は斜面の崩落によって残っていないが、平面形は第 1 と同様の

六角形であろう。柱穴間の距離はP1-P2・P1-P3・P2-P4・P3-P5とも 2mで、平田形はほ

形と推定される。また、主軸方向をP1とP4-P5関の中心とを結ぶ線とした場合、 N-35
0

Eで、想定される P1に対応する柱穴との距離はおよそ4.4mで、ある。

く柱穴>直径17~36cm、深さ 14'""'-'28cmのほぼ円形である。

<埋土>確認できなかった。

<遺物出土状況>それぞれの柱穴から縄文土器片、剥片が出土した。

<持期>柱穴出土土器から縄文時代であることはわかるが、より具体的な時期については不明である。

----，園面白-ー'“ーーー圃・ー
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11図第2号掘立柱建物跡
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第4章調査の記録

3 

く位置>LT72グリッドの西側

く確認状況〉第N麗の精査中

く平面形翁規模>直径O.98mほどの円形

の深さはわずか4cmで、ある。

く埋土>炭化物や地山粒が混入する

ち込みと

している。 きく けており、 ら

ある。

ちよがりは はない。

が しく

く

れも

< 

しく詳し きないが、 は繊維を含んでいる。剥片はいず

、大きさは lcmに満たない。

ら縄文時代かそれ以降の時期であるが、より しい時期は不明である。

2号土塊(SK04) (第12図、図版 4)

<位置>MG56グリッドに位置する。

<確認状況>第V層精査中に黒褐色土の落ち込みとして確認した。黒褐色土の中には直径 5mm~20mm

の焼土ブロックが混在していた。

<平面形@規模>不整な円形を呈し、長軸1.71m、短軸1.42mで、ある。確認古からの深さは25cmである。

<樫土>3層の暗赤褐色~赤掲色焼土は壁面が焼けたもので、その上に 2層の炭化物層が堆積してい

る。 1患の炭化物@焼土ブロックを含む黒褐色土は、人為的に埋められている。

@底面>底面と壁との境ははっきりせず、丸みのある底面から緩やかに傾斜して立ち上がる。底

部に熱を受けた痕跡は認められない。

<遺物出土状況>遺物は出土しなかった。

<時期>2層から検出した炭化材の年代測定と樹種間定の結果、870y.B.P.でクリ材という結果が得ら

れている。

3持こと坑(SK05) (第12図、 図版 4)

<位置>MF. MG47グリッドに位置する。

<確認状況>第V麗の精査中に黒色土の落ち込みとして確認した。

<平面形@規模>不整な円形を呈し、長軸1.70m、短軸1.52mで、ある。確認面からの深さは13cmで、ある。

<埋土>焼土粒の混入する黒色土で、下位では炭化物層となる。

<壁。底面>底面と壁との境ははっきりせず、緩やかに傾斜して立ち上がる。

く遺物出土状況>遺物は出土しなかっ

<時期>不明で、ある。

(SK06) 図版4)

<位置>L S . L T46 . 47グリッドに位置する。

ハ
υつ山



第 2節検出遺構と 111

1土遺物

中

.58mほどの円形

し
ιー

く

く

く

らの深さは18cmで、ある。

ど炭化物が多くなる。

くしまっていて、 して がる。

く遺物出土状況>漬物は出土しなかっ

く時期>不明である。
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ハ

引

る

ま ち込みと した。

.18m、短軸l.05mである。

ものである。 2

らの深さは14cmで、ある。

で、炭化物，

られている。

>底面と壁との境ははっきり

けた痕跡は認められない。

<遺物出土状況>遺物は出土しなかっ

<時期>2層から検出した炭化材の年代測定と

れている。

ある ら緩やかに傾斜 る

860y.B膚 P.でクリ材a という ら

5号土坑(SK08) (第12図)

<位置>MA56グリッドの中央部に位置する。

<確認状況>第V層精査中に黒褐色土の円形の落ち込みとして確認した。

<平面形@規模>直径1.5mほどの円形を呈していて、 らの深さは14cmで、ある。

<埋土>1~3 層には焼土ブロックが混入しているが、特に 1 層には地 iよi ブロックが混入しているこ

とから、本土坑を掘り込んだ土が土坑廃棄後に流入したものと考えられる。 4層は土坑内で燃焼が行

焼土が堆積したものである。

<壁@底面>底面と壁との境ははっきりせず、

とも熱を受けて硬く赤色変化している。

<遺物出土状況>遺物は出土しなかった。

<時期>不明である。

ある底面から緩やかに傾斜 ちーとがる。

(SK10) 

<位置>LR65グリッド

<確認状況>第

図版8)

る。

ち込みとし した。

<平面形 a 規模>直径O.7mほどの不整な円形を呈し、

<埋土>1層は地山土に由来するしまりのある土で、

されたものと考えられる。

らの深さは21cmである。

と炭化物が含まれることから

-21 



2号土坑

(10YR2/2) 
ポ占'I~主があり石吏くしまっている。
下イ立に地rJ-1ブロック(径 5mm)と
焼土ブロック(径 5~20mm) 混入
黒色土(lOYR2/2)
粘性強くしまりのある炭化物躍。
暗赤褐色(5YR3/6)~ 
赤褐色土(2.5YR4/6)

8 A 
8 

調査の記録

A 

第 4章

1 第 1号土坑

焼土。

16.5m ~ 2 

3 

第2号土坑

A 

16.1m _.e. 

第 1号土坑

黒色土(10YR2/1)
粘性弱。硬くしまっている。

炭化粒 1%混入。

地111粒 3%混入。

A 

1 

8 

〆戸ご、¥

第4号土坑

A 

B A 

ゴー
A 

亡
第4号土坑

黒褐色土(lOYR3/1) しまっている。
炭化物(長さ 3mm)と焼土粒(径 3mm)混入。

1 

17.0m _e 

第3号土坑
A 

8 A 

第 3号土坑

黒色土(10YR1.7/1) 炭化物層。
焼土ブロック(笹 5~10mm) と
地山粒(径 1mm程度)混入。

8 

1 

A 

第5

さつ文二去二2 第5号土坑

黒褐色土(10YR3/2) 炭化物(長さ 10mm以下)・地山ブロック・焼土ブロックが混入。
黒色土(10YR2/1) 焼土粒(5畑以下)，炭化物(長さ 2mm)が混入。
R音半島色土(10YR3/3) 暗赤褐色 (5YR3/6) 焼土と炭化物(長さ5~20悶)が混入。
暗赤褐色土(5YR3/6) 焼土層。

1
ょ
っ
ん
}
円
、
U

A

t

第 5号土坑

黒8土(10YR2/1)
有更くしまっている。

黒色土(10YR2/1)
炭化物層。

培赤褐色土(5YR3/4)
焼土層。

1 

2 

第 1~6 号土坑

円ノハ〕つ山
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第 2節検出遺構と H¥土i宝物

く

く

く

〉わずかに丸みのある

1 

ら、 「ノ'J る。

1点のほか剥片が 5

る。

している。

く

としており、

ら、

さである。

と考えられる。

(SKll) . 18図、 4 . 8) 

く位霞>lv'IC . MD63 ' 64グリッド

ノ
不パ間平く

く

>長軸1.9m、

は木根による

、本土坑の使用中

円形の落ち込みとして確認した。

.67mの楕円形を呈し、確認面からの深さは26cmで、ある。

I躍が流れ込んだものである。 4 を

し、その上 由来の 2. 3 が自

したと考えられる。

く壁・底面>底面と壁との境ははっきりせず、度は底面から緩やかに傾斜して立ち上がる。

とも熱を受けて硬く赤色変化している。

<遺物出土状況>表面が摩滅した縄文土器細片が 2点、石錘が 1点、剥片15点が 2層から出土した。

<出土遺物>土器は縄文が施されているが原体などについては不明である。石錘はj享みのある円形の

転石(安山岩)を利用した磯石錘で、剥片は16点とも頁岩を素材にしている。

<時期>4層から検出した炭化材の年代測定と樹種同定の結果、 1050y.B.P.でクリ材という

られている。

9号土坑(SK15) (第13図)

<位置>MF. MG50に位置している。

<確認状況>第V層精査中に培褐色土の落ち込みとして確認した。

<平面形・規模>上部は直径1.5mの円形で、底部は長径O.8m、短径O.6mの楕円形を呈している。断

面形は逆台形状で、確認面からの深さは35cmほどである。

<埋土>1~4層とも自然堆積と考えられ、このうち 2 . 3 が流れ込んだものと

考えられる。

<壁 a 底面>凹凸のある底部から、壁は逆「ハJの字形に外傾して立ち上がる。

<遺物出土状況>縄文土器細片 1点、剥片18点が 2層から出土した。

く出土遺物>土器はR原体による撚糸文が施されているが、細片のためより詳しい時期については不

明である。剥片は全て頁岩を母岩としている。

く時期>不明である。

(SK19) (第13図)

<位置>MG44グリッドの南東に位置する。

<確認状況>第V層精査中に黒褐色土の落ち込みとして確認した。
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第 4章調査の記銀

く

く

M
V
 

円 し、 .66m、 .50mである。 らの深さは10cmである。

している。

緩やかに外傾 る。 く傾斜し

ち込んでいる。

しなかっ

く持期>不明である。

(第13図、図版5)

> L T59 . 60グリッ

<確認状況>第

ていた。

<平面形@規模>長軸 1r官、短軸o.84mの小半u形を呈していて、確認面からの深さは 8cmで、ある。

<埋土>1.2層とも焼土粒@炭化物を混入する黒褐色土で、 2層には多量の焼土が混入する。

ち込みと した。 りには赤褐色土が巡っ

>硬く平埋な底面と控との境ははっきりせず、緩やかに立ち上がる。壁は全体的に燃焼を

け硬く赤変している。

<遺物出土状況>鍛治遺構に関連すると考えられる炉壁が出土した。

<出土遺物>炉壁は粘土質の土が赤色に硬化している。

<時期>不明である。

第1 (SK29) (第14図)

<位置>MK45・46グリッドに位寵する。

<確認状況>第V麿精査中に黒褐色土の落ち込みとして確認した。

<平面形@規模>上面形は長軸1.3m、短軸1.04mの不整な楕円形を呈し、底面も長軸0.9m、短軸0.7

mU)小借間円形で、ある。確認面からの深さは15cmで、ある。

<埋土>1"'3層全体に炭化物@焼土ブロックが多く混入しており、特に 2. 3層は本土坑使用中に

した焼土と考えられる。

<皇室@底面>壁と底面との境ははっきりせず、丸みのある底面から壁は連続して緩く立ち上がる。底

面から壁全体が燃焼を受けて硬く赤変している。

<遺物出土状況>遺物は出土しなかった。

<時期>不明である。

(SK43) (第14図)

> L P . L .61グリッ

<確認状況>第V層精査中に黒褐色土の落ち込みとして確認した。

< >上国形は長軸2.25m、短軸1.6mの不整な楕円形で、 も長軸0.8m、 .6m 

円形である。確認面からの深さは29cmほどで、ある。

く埋土>全体的に黒褐色土を主体とする土で、 が自然流入したものである。
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第?号土坑
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第7号土坑
1 にぶい黄褐色土(10YR4/3)

硬くしまっている。
炭化物混入。

A 

第9号土坑

A 

第 9号土坑
l 黒褐色土(10YR3/2)

h吏くしまっている。
炭化物・焼土粒混入。

2 暗惜色土(10YR3/3)
硬くしまっている。

3 褐色土(10YR4/4)
2唐十 4層の混合土層。

4 褐色土(10YR4/6)
2層十 3層十 5層の混合土層。

第 2節検出遺構と出土遺物

A B 

A 

8 

第8号土坑
1 黒褐色土(10YR2/2) 地i幻粒・炭化物混入。
2 暗褐色土(10YR3/3) 硬くしまっている。
地山粒・焼土粒(径 1~5 阻)混入。

3 黒褐色土(10YR2/3) 粘性あり。硬くしまっている。
地山ブロック(径 5mm)・焼土粒(佳 5捌以F)混入。

4 黒色土(10YR2/1) 粘性あり。硬くしまっている。
炭化物・地山粒・焼土粒混入。

A 

8 一て~ A 

第10号土坑
1 黒褐色土(10YR3/1)

硬くしまっている。
地山粒混入。

1 16.5mE 

ーて ミ ζ豆、一
A 

A 

~一ーへ\

1/ ¥ 

i ノ/豆

い¥ー__/ ) 

第11号土坑
1 黒褐色土(10YR3/2) 硬くしまっている。

地山粒・炭化物・焼土粒混入。
2 黒褐色土(10YR3/2) 硬くしまっている。

炭化物・焼土粒混入。

第1 第12号土坑
1 黒褐色土(10YR3/2) シルト質。

しまり強。炭化物(箆 5mm以下)・
焼土粒(径 2mm以T)混入。

2 黒褐色土(10YR3/2) シノレト質。
しまり強。炭化粒混入。

3 炭化物・焼土混合層。

でζ ミ2，
A 

第13図第7~12号土坑
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第 4章調査の記鍛

/' 
¥ と ，t はっきり して り、ヰ!

る。

く遺物出土状況>遺物は出土しなかった。

<時期>不明である。

(SK44) (第14図、図版5)

区のMD27・28グリッド るく

く確認状況

f 

形

< 

らの深さは28cmで、

の土が主体で、

し

.89mの楕円形で、底面も長経0.7m、短径0.6mの椅円

となる。

に由来する。 2層は中位から出土した自然礁とと

もに人為的に埋め戻されたものと考えられる。

く壁翁底面>平坦な底部から、援は直線的に外傾しながら立ち上がる。

く遺物出土状況>2層中の底面から10cmほど浮いた状態で自然磯 1点、 2・3層からは剥片が24点出

土している。

<出土遺物>24点の剥片は、全て頁岩で二次的に加工されたものは無い。

<時期>2層が人為的に埋め戻されていることから、縄文時代の土坑と判断される。

(SK45) (第14図)

<位置>MB70グリッドの北側に位置する。

<確認状況>第V層精査中に炭化物を多く含む黒褐色土の落ち込みとして確認した。

<平面形@規模>上国は長径1.2m、短径0.6mの楕円形を呈し、 もほぼ同様である。確認面から

の深さは 7cmほどである。

<埋土>1層の黒褐色土は本来基本層位の第困層と考えられ、底面から均一に堆積していることから

人為的に埋め戻されたと考えられる。 2層の状態からは、本土坑で燃焼が行われたと判断できる。

穆底面>硬く平坦な底面から、壁は緩く立ち上がる。

<遺物出土状況>1層から縄文土器片 1点と剥片がア点出土した。

<出土遺物>縄文土器は摩滅しており、詳しい時期は不明である。剥片は全て細片で貰岩を母岩とし

ている。

<時期>1層出土の土器から、縄文時代の土坑である。

(SK46) (第14図)

く位置>調査区北端のMF76グリッドに位置する。

く確認状況>第V層精査中に黒褐色土の落ち込みとして確認した。北側の半分は斜面の崩落によって

失われている。

<エ!王国形@ .3mの円形 るものと推測される。確認面からの深さは21cmであ

る

-26 



第 2節検出遺構と出土遺物

く 2J麗は、 していることから が自然流入したものであ

る。 3層は焼土ブロックの混入する

@底面>底面は平坦で、

<遺物出土状況>2層から と

している。壁は、外傾しながら立ち上がる。

したが、これは遺物包含層である第困層の流れ

込みによるものである。

<出土遺物>土器には繊維を含み、撚糸文が施文されたものがある。剥片は全て頁岩で二次調整の行

われた剥片などは無い。

く時期>不明である。

第17号土坑(SK49) (第14図)

<位置>ME66グリッドに位置する。

<確認状況〉第V層精査中に暗褐色土の落ち込みとして確認した。確認面からの深さは12cmで、ある。

く平面形・規模>藍径O.45mの円形を呈している。

く埋土>しまりのある暗褐色土である。

<壁@底面>硬く平坦な底面から、壁はほぼ垂直に直線的に立ち上がる。

<遺物出土状況>1層から縄文土器片が 2点、剥片が 3点出土した。

<出土遺物>土器にはR原体による撚糸文の施文された土器がある。

<時期>出土土器から縄文時代前期と考えられる。

第18号土坑(SK54) (第14図)

<位置>調査区西端のMG63グリッドに位置する。

<確認状況>第V層精査中に焼土ブロックを含む暗褐色土の落ち込みとして確認した。

<平面形・規模>長径0.46m、短径0.42mの不整円形を呈し、確認面からの深さは 8cmほどである。

<埋土>焼土ブロックの混入する暗褐色土と底面藍上の焼土層からなる。

<壁・底面>壁と底面との境ははっきりせず、緩やかに外傾している。

く遺物出土状況>剥片が 2点出土した。

<出土遺物>剥片は頁岩で、長さ 1cm以下の砕片で、ある。

<時期>剥片の出土から縄文時代と判断するが、より詳しい時期は不明である。

4 焼土遺構

第 1 (SN57) (第14図、図版 5)

>LR72グリッドの南西に位置する。

く確認状況>第V層精査中に赤褐色士の広がりとして確認し

<平面形@規模>30x 40cmの範囲で、赤褐色焼土が 5cmほど盛り上がっていた。

<遺物出土状況>遺物は出土しなかった。

<時期>不明である。
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第 4章調査の記録

A 8 

A 8 

第13帯土坑

l にぶい黄褐色土(10YR4/3) 硬くしまっている。

地山粒(径 3rnm以下)混入。

2 黒褐色土(10YR2/2) 硬くしまっている。

炭化物・地山ブロック混入。

3 黒褐色土(10YR3/2) 粘性強。硬くしまっている。

地0-1土混入o

4 褐色土(10YR4/4) 粘性強。硬くしまっている。

3層と炭化物協入。

第16号土坑

A 16.omE 

第16号土坑

1 黒褐色土(10YR3/2) 耕作土(第 I層)

2 黒褐色土(10YR3/2) 炭化物損入。

3 黒色土(lOYR2/1) 炭化物・焼土ブロック混入。

4 にぶい赤褐色土(5YR5/4) 焼土ブロック混入。

@ 

主(Q~
7号土;

A 
16.4111皇

ιJ 可、¥

A t.法 i '1 B 
L..(:J肘 ，

民子レ/

8
一

つω
ハ
h
u

寸
1
ム

A
 

第18毎土坑

1 暗褐色土(10YR3/3)
焼土ブロック混入。

2 赤褐色土(5YR4/L1)

焼土。

第17号土坑
1 暗褐色土(10YR3/3)

硬くしまっている。

土器片・郡片を含む。

A 8 

8
ニ

1
，
 

守
l
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F
 

ζJdV
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，JF
f

g
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'
F
n
q
J
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門
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岡

常

l
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戸

〆

，

1

A

j

z

n

4

-

一一
O

K

一
目、¥
3

A
一一

第14号土坑

1 黒褐色土(10YR2/2) 硬くしまっている。

2 黒褐色土(10YR3/2)
地山ブロック(径50mm)・炭化物混入。

3 黒褐色土(lOYR3/2) 地111粒混入O

長本

A 8 

第15号土坑

A B
一一m

戸

2

つJ
一

/

P
O
F
E
 

1
よ

羽

田
1
1
 

て二""""""

第15号土坑

1 黒褐色土(10YR3/2)~暗褐晶土 (10YR3/3)
焼土・炭化物(径20mm)多く混入。

2 にぶい赤褐色土(5YR4/4) 焼土。

辺白
色命豆

8
一n

 

口
O

F
h
U
 

1
ょ

A
一

第 1号焼土遺構

1 赤渇色土(2.5YR4/6) 焼土。

9 2m 

第14図第13~18号土坑、第 1 号焼土遺構

。。つω



第 2節輪出遺構と出土遺物

5 ~.自

?号臨し穴状遺構(第15. 18図、図版 5. 8) 

く > L S69 . 70グリッ る。

く確認状況

く

mで、ある。

10"'20cmてpある。

く

く

く

く

した。

1m、 .74m、 欄 23

までの深さは52cmで、ある。 らの深さは

している。

ウア

go 

く している。

く残している。

> ら縄文時代前期と考えられる。

。l 叫
去
の

H

A 8 

。l 。l
A 

15.9m _e_ 

第 1号陥し穴状遺構

1 暗褐色土(10YR3/3) 硬くしまっている。

土器・石器含む。

。 2m 

第15図第 1号陥し穴状遺構

ハ吋
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第4章調査の記鵠

d2 
ヨ目亡:;，ア二λ

1 ~lO :第 1号竪穴住居跡

lO~13 :第 2号竪穴住f苦跡

第16図竪穴住居跡出

30 

4 

10 

。 5cm 
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山
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く二二〉

く二コ

乙〉

第 2自主 検出遺構と 1:1:¥二|二造物

川
V

11 

ぐご〉

10 

1~5: 第 1 号竪穴住居跡

6 ~12 :第 2号竪穴f主居跡

第17図竪穴住居跡出土石器
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ゎ
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くご〉
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第4章調査の記録

倫
川
μト

ハ
川
川
川
げ
日

υ

A
閉山間

〈ごご〉

~ 。 5cm 

~ 、、~4 〈二二〉
1 第 7号土坑

2~3: 第 1 号-陥し穴状遺構

4:第 8号土坑

5 第 7号土坑

。 5cm 

第18図 土坑@陥し穴状遺構出土石器

挿図書子号 I豆l版怒号 十品 総 f亘 荷1¥ I1台 オ二 や卜 1m IJ1 十日刀 f 一c の l也

16-1 第 1号室E穴住居跡、 i;¥'@主主 1::Jij¥ま 織級協入 jJiil'j，j状?の沈おl! ナデ 仁IIj手は王fZ但で17ヲ傾

16-2 11 11 仁lif，~; 織対W¥占入 i保→月 ナデ

仁l縁鋸状つの沈線

16-3 6-1-1 fI 11 仁川王~体育1¥上半 結~主fi~混入 Iを干i干 |引例ilj~さと L縄文JIIリ主 指ITJfナデ

休部上半 RL縄文

16-4 6-1-2 11 11 体)'(1¥上半 織品j[混入 {本部 LR純文

11665 6 
11 fI 付ζ音1I 繊維混入 {宇部 LR縄文

6-1-3 11 11 {本許11 織紙混入 {宇部 LR純文 縦方向ナデ

16-7 6-1-'1 fI fI 仁川ま~f本音11 品災対主J見入 1=1 紋~i料fll: LR純文 指lmーナデ 日程 LR縄文

16-8 6-1-5 fI fI 体制l 繊維混入 体育11:LR縄文 指ITj~ーナデ

16…9 fI fI {ね 織品[i;!}i¥入
体育11下半 LR術文

寸デ 抗告音11突LU
成育II:j旨思'j--ナデ

16-10 6-1-5 11 11 I=I~ま 繊維混入 i二l紋 LR;i縄文 LR縄文

16-11 6-2-1 第 2号1笠穴住跡 fI 口紋~{本m;上三1'- 繊維 l?歩粒混入
1=1 ~法絡条{?j; Eí:îf~文

1=1採円If'iij!1j突
1;白日¥:: IIJ)fc;京Ij突

16-12 6-2-2 /1 /1 {本音1I 繊維 砂粒混入 休部氏撚糸:立: J旨fiJjーナデ?

16-13 fI fI (宇部下半~底部 織品fi~混入 休部下半 L R*lliJ%: 寸デ E王立fM古11突出

表 2 遺構内土器観察表

将IjgJ漆号 I 1翌日反詐サ 1、 .j/，¥， 
一札'"口i H( 長さ (mm) 1[lg (mm) さ(111m) 設 さ (g) 石 11 ヰj 世史

17-1 7-1-1 第 1iラ六iJ:I計品jト 43 1，1 6 3 頁えヨ
|許可而調整、 U不{フ匙E来IJ事JJ内IV111つ!llJ'Jニア二芯

17-2 7匂l♂ fI 長{*f 30 
2臼ワ5 tu z 

B 日 思llfil石

17-3 7や1ω3 fI fI 3，1 8 6 11 阿南調設、石匙来製品つ

17-4 7切1-'1 11 ヲ匙 64 32 15 1乏治 7ij宇!f日宙77iに「先l斗 4行ニf手パ11総立If[「前残ρ1す]_dllll主嬰引iゴ出ゴitl 

17-5 7-1-5 fI 一〆口，ーEバヤ人Z 121 5，1 23 1'15 :反主主 同{JlIJt5;から誠怒

17-6 7時1-6 お2号箆穴住:HiH功、 一行j出i '15 16 9 6 頁岩 tikfffiにアスフアルト

17-7 7-1勾7 11 石効t 4 2 l 。 頁岩 IIUJH1J¥'-フlJlJ ~PJj;.Hl: llll?'_X 

17-8 7-1也8 11 :百{妥 64 65 38 137 主主岩 同級HI函

17-9 7-2-1 刀 布告 62 '12 12 38 安山岩 素材の;長取lii河紛に剥111

17-10 11 11 b戸 18 104 11 表11の殺Ii同封討に湖終

17-11 7-2-3 11 11 ~i7 11 :38 お~!火 素材の長軌iil以前に謝点

勾

1i
2 7-2イ fI 

" 65 16 10，1 安ILI宕 素材のi忌[!lhijlij!J誌に調整

8-1叩l 7号七lJL 干1主H 41 15 7 4 東1ヨ 附而に先行羊IJiiili而残す

光阿国行手に1iHJ1ji1i1
任

iliiJ1手ふ
IJiij
く
If
残す

18-2 8-1-2 ~H 号|ザl し穴、伏j1d.jþ}: 石訪日 31 15 日 つ w岩

18-3 8-1-3 11 了(:1.J;主 41 i 16 主主岩 ラiξ製品

18-'1 8-1-，1 二坑 86 83 39 339 ~I Li *'t 五時3室(土 1'7所 オミ製品

18-5 8-1-5 tも7号ιi二JjL 11 69 51 2 61 ゑ:IJI岩 率ミ付

3 潰構内石器観察表
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第3節遺構外出土j毒物

3節遺構外出土遺物

出土する が残ってい ら南側と

込んでいた小沢から出土している。遺物の中で石器は、欠損品が多くまた五錘などの磯石器などは、

I層から出土するか表採品が多い。さらに、土器に歪つては完形に復元できたものは全くなく、

り

に比べて数量も少ない。このことは、調査区全域が包含題も含めて耕作や造成の度に深く削平を受け

た結果である。

1 土器(第四"-'21図、図版8・9)

は縄文時代早期~前期・中期@晩期、古代のものが認められ、このうち縄文時代前期の土器

が圧倒的に多く、次いで縄文時代中期の土器で、縄文時代晩期と古代の土器はわずかに 1点ずつが出

土したに過ぎない。

(l)縄文時代の土器

I群土器(19-1'"'-'5・8'"'-'13、20-24・25・27・28):縄文持代早期~前期前半の土器である。

胎土に繊維を含まないことと焼成が良好である点がII群土器との明瞭な差である。口縁は直立し、ほ

ぼ直線的に体部に至る器形と考えられる。外面にはLR縄文が多用され、 19-3のように同一原体を縦・

横回転して羽状縄文が施される土器や、撚糸文(19-8・9)、押し引き文(20-25・28)、格子白状の沈線

文(20-27)、爪形文(20-27)が施される土器である。また、前段多条あるいは付加条の原体によるもの

もある。

H群土器(19-6・7・15'"'-'29、20-1'"'-'18、21-6'"'-'13) :縄文時代前期中葉の土器である。

胎土に多量の繊維を含み、焼成は不良で脆い。口縁は直立か外反気味でほぼ直線的に体部に至り、

端部が張り出す底部に繋る器形と考えられる。外面には付加条の縄文、撚糸文、条痕文などが付され、

内面に条痕がある19-26・27もある。また、 19-19のように口縁部と体部を区闘する太い隆帯上に竹管

状工具による円形刺突の施されるものもある。底部は端部が鋭く張り出すのが特徴的で、底外面に縄

文の回転施文される21-6などがある。

盟群土器:縄文時代中期の土器で、施される文様によって 2分した。

a類(20-19'"'-'23):口縁部文様帯と経帯上に縄文が施される土器である。口縁は外反気味で大きな波状

し、わずかに膨らみのある体部上半に至る器形と考えられる。口縁の波状頂部から平行して垂下

する 2条の降帯は、日縁部文様帯と体部を画するこれも 2条の隆帯に連結する。隆帯上には、縄文の

側面庄痕や撚糸圧痕文が多用される。

b類 (20-29・30):肥厚し丸みのある口縁が外反し、口縁部文様帯の菱形や直線的に貼付された締い隆

帯上には半載した竹管状工具により細かな爪形文の施される土器である。胎土は a類より鍛密で、焼

も良好である。

N群土器(21-5):縄文時代晩期前半の土器である。ロ縁部が内寄する鉢形土器で、口唇部は小波状

を呈し、体部上半から小さい底部に至る器形と考えられる。口縁部文様帯には羊歯縄文が施され、体

部にはLR縄文が付される。
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21-14v土、

る。底部の切り離し

ら体部下半が大きく外反する

りによる。

2 石器(第22"'-'29図、図版 9. 10) 

石器には、石鍛・ e スクレイパー・

ている。 以下に各省器の特徴をまとめて概述する。

:基部の形状から 2分する。五質は全て頁岩である。

胎土は般密で焼成も良好であ

あり、このうち石錘が最も多く出土し

a矧 (22-1~5) :無茎鍛で、基部が平坦な22-1・4・5と基部が寄曲する22-2・3がある。主要剥離面に

先行剥離面が残り、特に22-5では両面に先行剥離面を残し、側縁のみに両面から短い剥離を行ってい

る。

b類(22-6. 7):有茎鍛で、両面に細かな調整が行われ、断面は菱形を呈する。

石箆:破損品が多く詳細な分類はできないが、形状から 2分する。右質は全て頁岩である G

a知 (22-8"'-'11、24-1):形状が援形を呈する。素材となる剥片は22-8を除いて全て縦型剥片で、打面

は全て除去されている。調整は両面に行われ、刃部は打面とは反対方向の一端に急角度で設けられる。

b類(22-12、23-1"'-'7、24-2・3):基部と刃部の幅に差の無いいわゆる箆状を呈する。素材は縦型剥片

で、調整は両面全面に平坦剥離が行われ、側縁にさらに細かな調整が施される。刃部は a類と向様で

ある。

石匙(24-4"'-'25-2):全て縦型石匙で、 25-2を除いて縦型の剥片を素材とし、つまみ部は素材の打国

側に設けられる。調整は背面には細かく行われるが、主要剥離面にはつまみ部を除いて広く先行剥離

面が残る。石質はいずれも頁岩である。

スクレイパー:刃部の位置によって 2分する。縦型剥片を素材とし、石質は頁岩である。

a類(25-3"'-'5. 7) :素材剥片の一端ないしは両端に急角度の刃部を設けるもので、素材の打面は除去

される。調整は背面のみで、主要剥離面には先行剥離面が残る。

b類 (25-6. 8・9):縦型剥片素材の両側縁に刃部を設けるもので、 a類に比べて素材の両面には広く

先行剥離面を残しており、刃部角度も急ではない。

石錘(26-1"'-'10、27-1"'-'8、29-1"'-'4) :扇平な転石の長軸両端に 2ないし 3回ほどの打撃によって挟

りを入れたものである。石質は安山岩と凝灰岩である。素材となる磯は楕円形。円形@偶丸方形@長

方形とバラエティがあるが、調整の位壁は素材の長軸両端に行われ、唯一28-4だけは4方向に挟りを入

れている。重量は100g以下が 9点、 200g以下が16点、 300g以下が 6点、 400g以下が 1点で100"'-'200gに

まとまりが見られる。

磨石(29-5・6):扇平な楕円形の磯の側面や表裏面に磨り面が認められるものである。 29-5・7は素

あるが、これは磨り面形成後に行われた調整による。
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第 3節 遺構外出一士造物

日
ハ
リ

ハハハ
V

「
3 

7 

10 
9 

d3 
o 5cm 
」一一←一一」

第21図遺構外出土土器

姉|道番号 図版番号 出土地区 ~+:{ Hi 斉1I 位 11会 t タト iIU 11ョ [的 r 
サ

L 1]) {也

19-1 MA72-1 iili主主 口絞ffll 砂粒混入 LR総文 ナデ 口広に RIi]iI去純文

19-2 L C68-1V 11 11 11 LR都立文 指llJ1圧痕ーナデ

19-3 8-2-2 MD62-IV 11 (4'背11 11 羽状純文 ナデ
羽ザ謝立文はLR縄文の縦 l'i!i凹転

による

19-'1 MC62…I 11 11 11 RL純文

19-5 MA72-ill 11 11 11 LR;I:I日文 J目立J'lfEjj3:
19-6 L S 70-IV 1/ 11 繊維混入 LR縄文? 指E責任痕

19-7 8-2-3 MA72-IV 11 11 繊維砂i也混入 LR縄文つ 縄文つ

19-8 8-2-4 1/ 1=1主主音11 砂1立混入 Ri然糸文 tl'iíïl'IfE1}~ーナデ

19-9 L R70-1V 11 11 11 R撚糸3ピ J 旨iJj~Bミ痕ーナデ 1:1放はi出皮:伏

19-10 8-2-6 HG61-1 11 11 11 L RMu文 ナヂ にLRliil転純文

19-11 L S70-IV 11 11 11 L(R+ r)純文 づデ

19-12 L R70-IV 11 1/ 繊維混入 R縄文 J旨法痕

19-13 lvIA7tl-IV /1 l' l' L (R+R+R)詰lix: 指!iJUc五百i

19-1'1 MF76-] 11 /1 11 L (R+ r)縄文 /1 111出こFLJ形l[iI]突

19-15 lvIF70IV 11 11 11 RI:然糸文 JおITJ'H主1点ーナデ 1-llfcl'にR原体IJlI]閉!こ}二千点

19-16 8-2 8 lvIG74-1 11 11 11 LRH!'，糸立: j旨ITJ'Uゴ二千 口躍にドJ]f'iJ!il作

19-17 L R69-IV 1/ 11 11 R Ul!l文 11 

19-18 lVIE64-IV /! 1/ (Jÿ :1ぅ~i.Ì.見入 民十 L~[1まItつ 十テ 11 尽に鋭角fch切み

19-19 8-2-9 L S70-IV '1 1宇古IU:.'I' 主主主.juif古人

隆1
'

会裕
，tg:， LR縄文

r:全，:g:にl"'r'Fi':lk=仁による糾

19-20 lVIB7HV 11 11 11 十デ l;i~;tf~: Ì'二十'f'皆:I!じじJ'1.c fこよ令市IJ突

19-21 8'-2-10 lVIG73-IV 11 I*ffll 11 縄文? J街頭日二痕 IJj¥体不H丹

19 22 lVIF73 IV /! 1/ /! LR出lu.)亡、 Iループ丈 J日f夜間波ーナヂ

19-23 L S 70-1V 11 11 11 /レーフ文?

19… lVIE69 IV 11 11 1/ R+R付加条つ

19-25 lVIE76-IV 1/ 11 11 ループ文つ 指llJ~庄痕

19-26 8-2-11 L R70-1V 11 1/ 1/ LR+R付加条つ 条痕

19-27 L S70-1V 11 11 11 LR+R付力[1主主つ 11 

19-28 MB7HV 1/ 11 11 LR縄文 11 

19-29 MB71-1V /1 11 11 LR正IliX 11 

4 遺構外土器観察表(1)
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第 4章 調 査 の 記 銑

J弔問若干号 区I)~j 若干号 /L\ j~地下記 ;r;滋 )1台 タト [立i rj~ IfII てサ r;) {也

20-1 LT7:3 IV 深H fi二i'fj: 役斜UfU¥ Iミ撚糸文 J旨iZiUJe俊一ナデ

20-2 9 L R70-[v " " " L R+RfサノIJn~こっ " 
20-3 L IUO-IV " " " u終糸文 " 
20 '1 L T47-IV " !I " LR撚糸文

20 5 L S71-IV " " " LR訴 J旨j1m主娘一ナデ

20-6 S69-fV " 11 11 uせよ糸文

20…7 L S 69-HI " {ね'fJnごと1'- " Rt~よ糸文 j日lIJ'iFl二浪

20-8 069 IV " {十三市: 繊維 1&校犯人 " " 
20-9 L P61-IV " " " u然糸文 J旨lJJ[E五伎一ナデ

20…10 ME69-IV " " 綴~Ii泌入 !I !I 

20-ll lVIC72-IV /1 /1 !I LR+R付加条 /1 

20 12 9 2 3 MC75 IV /1 I! I! LHs糸文 ;白夜渋

20-1:3 ME69-IV " " 繊維・紗10:混入 L R+R{cJ-1Jll粂 " 
20-1'1 9… " " t[&*H~im入 条波文; " 
20-15 LT74-IV !I !I " R撚糸文 " 
20 16 L T7LI-IV " !I " 条1長文 " 
20-17 MD72-lV !I /1 

" Rt:然糸文 ナデ

20-18 9 2-6 LT73-lV " " !I " J白立(f日1痕ーナデ

20…19 9-2-7 MG7'1-1 " 1=1絞吉1¥ {沙トt[ifs入 Fifi~~g: ナデ i盗'1ftにijlli文!点体jl¥liI頂上波文

MDGI-IV 11料、 v 休部一仁21三 /i 
日絞剤1:1;全被

Jお立Hβ 降格にL純文侭Jilii日:波文
1*古11上司土 R L*Hl文

20-21 " 京市; " |射fi F手ー滅 |弘治に縄文民1付;jJ1リiiii庇痕文

20-22 MS74-IV !I 日緑、j¥'11 !I 
|盗初、 L純文fJlllffliJH1文とJr¥

J旨ilJU_:E痕 降初 l二の純文l土摩滅
lfc;文

20-23 MDG2-IV " 1=1 紋~体l'fIl上司王 " 
1:1級官1¥:l;(fr部

" 除千1'[にL縄文側I[ii)王波文
休部上半 RL純文:

20… L R'12-IV " f<j;部 " 格子:伏沈線 1掌滅

20-25 MD62-IV " Il絞tfll " 逮続可;IJ2;詩文 f自殺日 ワ

20-26 9-2-10 lVIG6HV " 1-1絞}'Hi " 
i二l料、}'fI¥:in-り返し 1=1紋

ナデ 日係に総文側面Aiu
{宇部上半 LR純文

20-27 9-2-11 lVIE61-IV " 付三官11 H 爪形文 滅

20-28 wIC61-V " 1=1緑、音11 " 
1]綾部折り返し口紋

ナデ 1=1)ffi'に刺し、|を若干
体育1I上半 |浅千持、抑し引き立;

20-29 L 062 " i二!彰主音1¥ /1 まさm:文 " 
20-30 L 062 " 11紋背11 " jiliあ印f'し引き文 " 
20-31 lVID62-IV " {本古1I " LR+RL羽:!)，*Ili文 " 羽:1)と純文総文後一部ナデ

20-32 L S70-IV " " 
/1 LR総文 指頭庄痕ーナデ

21--1 MCG2-II " /1 /1 " ナデ 純文Ji首文後-ffll十デ

21-2 MA7'1-lV " " 繊維主入 !I /1 

21-3 MD62-IV " !I i沙'Iuj見入 " " 
LT4HV " !I 日色砂粒混入 " " 

21-5 北京沢rfJI 対ゐ 仁i 絞，~f2f;;tJU二半 1沙1'ILi見入
仁l紋育1I 平行七tk~J!

" i二1).院に亥1)み
体i午IU:半 LR純文

21-6 MC72-IV 深針; 体育11下半~底ffll " 
体育IIT'Iと 指fij'U王痕

" 底端部張り /1¥オー
成ifl¥:RL 縄文

21-7 L RG9…IV /1 /1 織~;jí 混入
休部下半 LR純文、J目立l'i圧政

/1 " 底古1I ナデ

21-8 MC72-IV " /1 /1 
{本吉1I下三iニ L R*luヌ;

/1 

底 部 縄 文

21-9 " " /1 
体帝11ド半十デ

" 底Wa許11わずかに張り出す
底剖:Mli文

21 10 N ]776 lV " 
/1 !I 

体fflj下半 LR総文ーサデ
11 " 底許11:LR純文

21-11 N ]776-IV 11 11 /1 /1 11 /1 

21-12 11 !I !I 
体削\'lご "1土条jf~ 休部下半ナヂ

/1 

底音1I ナデ [底部十デ

21-13 " /1 11 
体育1¥下半ナデ

/1 

底部ナデ

21-14 LT58 1 H、 /1 和IHT'j:}i:混入
{本ffl¥下半ナデ f本{部下半 口ク口白

[底部1:1，，1転糸切り 工i'fIl ログロ|ヨ

表5 遺構外土器観察表(2)
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第 3節遺構外出土1宝物

く〉

くミ

9 

く〉

第22図遺構外出土石器(1)
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円
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。 5cm 
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2 

く二〉
く〉

4 

く二二〉 く~

5 

く 〉 6 

く二〉

て二三
。 5cm 

第23図遺構外出土石器(2)

-40 



。
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て〉

6 

ζ二こる

〈ここ二〉

第3節遺構外出土遺物

2 

C 

ζ二ご〉

ζ二二コ

7 

ζ二込

く一一一一〉

9 

ぷ三二二〉

第24図遺構外出土石器(3)
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〈二〉
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く二〉

ぐー〉

第26図遺構外出土石器(5)
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〈二〉

第3節遺構外出土遺物

o 5cm 
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ど-ーコ ζ二コ

しー~
こ二二二コ

ζ二二ここ〉 く二二〉

「一〉

第27図遺構外出土石器(6)
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第3節遺構外出土遺物

〈二コ ζ二〉

く二〉

Cコ

6 

くコ 「「

8 

Cコ 亡二コ 。 5cm 

第28図遺構外出土石器(7)
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ζコ C三二コ

3 

く二二コ にコ

一

o 5cm 

第29図遺構外出土石器(8)
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第 3節遺構外出土遺物

jip図設 i窓口仮悉号 tL¥二!寸政 号泣 J主 長 さ(田田) 総 (冊臨)

さ455凶叫1重 さ11 1 (g) 

特徴

9-21 S64 [ 1 l司王;

22-2 9-2 2 " 16 " 
22-3 9 2←3 L Q46…! " 29 15 " 
22-4 9…2…1] L R70…iγ " :32 16 'l 1 " 

ト1F76-IV " 31 18 。 2 !I 

9-2-6 " " 
9-2-7 " :30 10 12 2 !I 

22-8 L R70 1 :行箆 119 G2 27 " {裁WJ.剥)十素材、 iiEjruIに先行羊11f!.ilErfrIを践す

22-9 日… 10 ME75-N " 98 51 21 101 " 1ì'ii 2:~ifllJ n{';1:;J 、 手Itfl¥

22-10 9-2-8 MD52-] " 72 36 2 37 " iilij[I!I;jJI，jif主

22-11 9-2-9 MD67-[ " 65 43 26 50 " 吉11 クく長H支 PT;lj~~さ

22-12 9…2…11 ME63-[ " 63 5] 23 64 " j，l日磁調設、青11ク

2:3-1 L Q46-] " 5'] 37 13 26 !I " 
主立A72-1日 !I 67 51] 5:1 " !I 

23-3 " 73 49 1，j 47 " 子主古11クく在i後rft刺殺

23-4 MF73-IV " 72 50 ]8 57 " ドI;j前j;V.lJ'1室、 J毒剤i)欠J長

23-5 MF61-N " 59 L]5 20 58 " " 
23-6 10-]-1 L R68-[ " 116 50 17 91 " " 
23-7 L R72-1 " 47 19 50 " " 
24-] L R67-[ " 65 26 15 21 1/ ドl~而 ;y，

24…2 10-1-2 MB7t1-N /1 87 34 22 57 /1 ドI~岡市WI室、で'l~!}.g剥 illfto訴に刃育11

24-:3 10-1-3 L R72-[ /1 83 29 16 34 " 
24-L1 MC75-N :行匙 80 29 10 18 刀 伊ijiIriに先行剥自IH節を残す

の白性 101 MF75 fy ん' 78 25 12 11 ミiミ姿芋1]I!JjtiIriに先行剥i誌面をfよく残 J

24-6 1/ 61 29 11 18 /1 !! 

2，1-7 L S61-fy 1/ 29 12 14 " 先出品背11;'とぜi

24-8 MD71.-[ /1 77 40 12 26 " 先ftfM剖目立向ffIiriJ司

24-9 MG54-[ /1 66 49 9 17 /1 

2Ll-10 10-1-5 MF74-fy " 59 L18 10 16 /1 先端部は附臨調愁

L R72-N " 56 40 8 12 !! 主主E羊IJii駐留に先行利自在聞を広く残寸

25-2 L R70-N " 68 48 15 24 " J凶型まIJJi-素材、 iffiifI!Iに先行革IJiilfEffliを残す

25-3 L T71-1 スクレイパー 41 29 9 8 !! 背聞の-g日iに刃ml

25-4 L P62-1 /1 6，1 40 17 2，j " !! 

25-5 MC59-IV /1 81 40 23 66 !! " 
25-6 10-1→ 6 MH74-1 " 71 56 12 32 !! 背[百阿1mJ将、に刃部

25-7 10-1-7 L S69-1 !! 82 L16 29 90 !! 背問問弁品に刃ml

25-8 MB74-IV !! 66 35 12 21 !! 背[剖iffii1Jl1J絞に刃吉1I

25-9 R Q68-IV !! 79 38 13 25 !! !! 

26-1 石錘 57 28 10 22 粘絞殺

26-2 MH75-N /1 83 47 18 91 安111お

26-3 10-2-1 MF61-N /1 99 50 16 123 /1 

26-4 L S70-IV " 103 68 31 283 凝灰岩

26-5 ME62-IV " 106 68 16 139 " 
26-6 fI 50 42 11 34 安lμ対

26-7 L R69-N fI 70 52 17 81 fI 

26-8 ME69-1 fI 67 50 17 72 fI 

26-9 MD66-N fI 77 6'1 22 108 " 
26-10 lVIA71-1I fI 87 74 18 170 " 
27-1 10-2-3 MA68-j fI 85 67 20 153 i疑灰場

27-2 MP62-I 11 83 60 つつ 150 安山岩

27-3 MD74…N fI 110 99 21 20'1 凝灰岩

27-4 fI 69 69 18 108 安111崇

27-5 10-2-4 fI 58 15 54 54 凝灰岩

27-6 fI 67 53 H 60 fI 

27-7 fI 92 70 25 184 安山岩

27-8 10-2-5 MF74-1 fI 95 76 21 170 凝灰岩

28-1 MB71-IlI /1 97 70 21 21 fI 

28-2 MF62-I fI 109 60 19 161 安111岩

28-3 恥lC62-1 " 84 59 14 92 凝灰岩

28-，1 ME76-N fI 92 57 uつ5 130 fI jiJ;j側紋|こも調主2

28-5 iVlF74 1 1/ 73 54 25 101 1/ 両1mに浅い調設

28-6 1/ 79 52 18 106 1/ 

28-7 L T70-IV /1 115 62 26 217 11 

28-8 10-2-6 L R70 I /1 102 80 26 223 1/ 

29-1 11 92 92 115 " 
29-2 ?νIH75-IV 1/ 87 74 19 120 1/ 

29-3 10-2-7 /1 115 76 20 253 11 片岡に深い暗殺

29-4 11 111 67 29 300 11 三|三円状扇τVHiji'J石器?

29-5 10-2-8 百 73 12'1 25 331 11 

29-6 MH64-I 11 115 64 26 236 1/ 

29-7 10…2-9 1/ 137 49 24 200 1/ 

表 6 遺構外出土石器観察表
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第 5章 自然科学分析

パリノ@サーヴェイ株式会社

1 はじめに

兵ヶ沢遺跡では、縄文時代前期の小集落、古代の炭焼窯などが検出されている。これらの遺構のう

ち、竪穴住居跡では住居構築材などと考えられる炭化材が出土しているものもある。また、炭焼窯か

らは製炭された木炭あるいは製炭時の燃料材の一部と考えられる炭化材が出土している。

本報告では、これらの炭化材について放射性炭素年代測定を行い、遺構の構築および使用時期に関

する資料を得る。また、これらの炭化材の樹種間定を行い、用材選択に関する資料を得る。

2 ~式料

試料は、各遺構から出土した炭化材12点(試料番号 1~12) である。年代測定は、試料番号 1 につい

ては、加速器質量分析(AMS法)を、試料番号2~12については液体シンチレーション法による戸線

計数法を実施する。また、樹種同定は12点全点について行う。各試料の詳細は、樹種同定結果と共に

表 1に記した。

3 方法

(1)試料の分離

人間の手による試料の汚染を紡ぐため、測定前にピンセットで 1~3 片程度の炭化材を抽出し、樹

種向定試料とする。

(2)加速器質量分析(AMS法)

測定は、(株)地球科学研究所を通じて、アメリカ合衆国ベータ社(BETA ANALYTIC INC.)が

千子った。

(3)液体シンチレーション法(s線計数法)

測定は、石河(1977)、富樫@松本(1983)、日本化学会編(1976)を参考に、以下の手順で、行ったo

a) 

いずれの試料も少量で、土壌中に混在している。試料番号2~4、 9~11については、炭化材を抽出し

て試料としたが、その他試料では炭化材のみを抽出することができず、土壌毎測定用試料とした。

試料を乾燥、粉砕したものを水に入れて、浮上してきたものを除去した。塩酸を加えて煮沸し、

温まで冷却した後、傾斜法により除去した。充分水で、洗浄した後、乾燥して蒸し焼き(無酸素状態で400
0

C

に加熱)にした。蒸し焼きにした試料は純酸素中で燃焼して一回変化炭素を発生させた。発生した三酸化

炭素は捕集後、純粋な炭酸カルシウムとして回収した。

b)測定試料の調製

前処理で得られた炭酸カルシウムから真空状態で二酸化炭素、アセチレン、ベンゼンの順に合成し

た。最終的に得られた合成ベンゼン 3mQ(足りない場合は、市販の特級ベンゼンを足して 3mQとした)
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5 考察

にシンチレイターを含むベンゼン 2mQを加えたものを測定試料とした。

c)測定

測定は、 1回の測定時間50分間を20回繰返す計1，000分間行った。未知試料の他に、値が知られてい

るスタンダード試料と自然計数を測定するブランク試料を一緒に測定した。

d)計算

放射性炭素の半減期としてLIBBYの半減期5，570年を使用した。

(4)樹種同定

木口(横断面)・柾目(放射断面)・板目(接線断面)の 3断面の割断面を作製し、実体顕微鏡および走

査型電子顕微鏡を用いて木材組織の特徴を観察し、種類を同定する。

4 結果

年代測定および樹種同定結果を表 1に示す。試料番号9は、基点とした1950年と誤差との差が 2σ

よりも小さかったため、MODERNと表記し、得られた年代値を参考として併記した。その他の試料は、

850'"'-'4860y .B.P.の年代値が得られた。一方、炭化材の樹種問定では、試料番号9に2種類が認められ

たが、 1点は保存状態が悪いために種類の同定に至らず、広葉樹(散孔材)とした。その他の試料は、

いずれも落葉広葉樹で、 3種類(ブナ属・コナラ属コナラ亜属コナラ節・クリ)に同定された。各種類

の解剖学的特徴などを以下に記す。

-ブナ属(Fagus) ブナ科

散孔材で、管孔は単独または放射方向に 2'"'-'3個が複合して散在する。道管の分布密度は高いが、

年輪界付近では道管径および密度を減ずる。道管は単穿孔および階段穿孔を有し、壁孔は大型で対列

状~階段状に配列する。放射組織は向性~異性皿型、単列、数細胞高のものから複合放射組織まであ

る。

・コナラ属コナラ亜属コナラ節(Quercussubgen. Lepidobalanus sect. Prinus) ブナ科

環孔材で孔層部はほぼ 1列、孔圏外で急激に管径を減じたのち、漸減しながら火炎状に配列する。

道管は単穿干しを有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は向性、単列、 1 '"'-'20細胞高のものと複合

放射組織とがある。

-クリ (Castaneacrenata Sieb. et Zucc.) ブナ科クリ属

環孔材で孔圏部は 1"'4列、孔圏外で急激~やや緩やかに管径を減じたのち、漸減しながら火炎状

に配列する。道管は単穿孔を有し、壁孔は交友状に配列する。放射組織は同性、単列、 1'" 15細胞高。

5 考察

(1)年代値について

年代測定を行った炭化材は、試料番号1，2が縄文時代前期、

10が古代の構築と推定され、試料番号11と12は時期不明である。

縄文時代の遺構の年代値を見ると、試料番号 1は4540y.B.P.、試料番号2は4860y.B.P.、試料番号

3が縄文時代中期、試料番号4r-~ 

3は4550y.B.P.であった。東北地方北部でこれまでに行われた年代測定結果では、縄文時代前期の土

器に伴って出土した炭化材や貝で、4790"'4930y.B. P .の年代値が得られている(キーリ・武藤， 1982)。
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第 5主主 自然科学分析

誤 差
番号 遺構略号 遺 構 名 樹種同定結果 測定方法 年代 値 La b. No. 

十

1 S 102 第 1号竪穴住居跡 クリ AMS法 4540 40 40 B e t a -12137 

2 S 102 第 u号竪穴住居跡 クリ 。線計数法 4860 220 220 PAL 422 

3 S 112 第2号竪穴住居跡 クリ 。線計数法 4550 250 240 PAL- 423 

4 SK04 第2号土坑 クリ H線計数法 870 330 320 PAL 424 

5 SK07 第5号土坑 クリ 。線計数法 860 330 320 PAL 425 

6 SK11 第8号土坑 クリ 。線計数法 1050 330 320 PAL 426 

7 S K29 第12号土坑 クリ 。掠計数法 870 300 290 PAL- 427 

8 S K44 第14号土坑 クリ、広葉樹(散孔材) 。線計数法 MODERN (520) PAL- 428 

9 S K55 クリ 。線計数法 860 180 180 PAL- 429 

10 S K46 第16号土坑 クリ 。線計数法 850 210 200 PAL 430 

11 SN45 コナラ属コナラ亜属コナラ節 。線計数法 880 190 180 PAL 431 

12 S X30 ブナ腐 。線計数法 1000 310 300 PAL 432 

1 )年代{庄は、 1950年を基点とした年数。基点との差が誤蓋2σ よりも小さい場合は、 MODERNと示し、年代値を参考と

して( )に記した。

2)放射性炭素の半減期は、 AMS法(試料番号1)は5568年を、。棟計数法は5570年を使用した。

3)年代値は、同位体効果の補正吾行った値。

表 7 炭化材の放射性炭素年代測定および樹種同定結果

一方、縄文時代中期の年代測定値はあまり知られていないが、後期の炭化材で、3340~3650y.B.P.の

年代値が得られていることから、約3650~4790y.B.P.の値が推定される。これは、蟹子沢遺跡の縄文

時代前期後半~中期前葉の炭化材で、5070~4100y.B.P.の年代値が得られていることとも調和的である。

今回の試料番号 1~3 については、既存資料とも調和的な年代値といえる。

一方、古代の炭焼窯と考えられる土坑から出土した炭化材は、 1点がMODERNであった。その他の

炭化材は850~1050y .B.P. の年代値が得られ、 1 点を除く 6 点が850~870y. B . P .に集中する。暦年代

に換算すると、試料番号6が9世紀末頃であり、他は11世紀頃を示している。いずれも平安時代の範

囲内であり、推定されている古代と基本的に一致する。 1点だけ異なる年代値が得られたことについ

ては、遺構の構築時期が 2時期あることが指摘できる。

試料番号11と12については、詳細が不明である。年代測定の結果からは、試料番号11が11世紀後半

頃、試料番号12が10世紀中頃を示している。今後発掘調査成果と比較した上で詳締を検討したい。

(2)用材選択について

試料番号 1~3 は、いずれも住居構築材と考えられている。縄文時代の住居構築材にクリが確認さ

れた例は、岩手県一戸町御所野遺跡等で報告されている(パリノ・サーヴェイ株式会社， 1992)。秋田

県内では、土谷地遺跡、蟹子沢遺跡、虫内 I遺跡等で住居構築材にクリが確認されており、同様の結

果が認められる。これらの結果から、縄文時代には強度を要する構築材にクリが多く利用されていた

ことが推定される。クリは食糧としても重要な種類であり、三内丸山遺跡では花粉分析やDNA分析

の結果から栽培されていた可能性も指摘されている(辻，1997;佐藤，1997)。クリは、 10年を過ぎた頃か

ら収量が落ちることから、老木の伐採と若木の育成が行われ、伐採した老木を用材として利用した可

能性がある(千野，1983)。本遺跡においても同様の用材選択が行われた可能性が指摘できる。

古代の炭焼窯から出土した炭化材(試料番号 4~10) は、 SK44で種類不明の散孔材が認められ

たが、全ての窯でクリが確認された。同様の事例は、福島県いわき市で行われた調査でも確認されて
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5 考察

いる(パリノ・サーヴェイ株式会社，1995)。民俗事例では、鍛治用の燃料材としてクリやマツの木炭を

利用する(岸本・杉浦，1980;窪田，1987)。これらの点を考慮すると、本窯跡でも鍛冶用燃料材としてク

リ炭を焼成していた可能性がある。

試料番号11は地床炉から出土した燃料材と考えられている。同定されたコナラ節は、薪炭材として

優良であり(平井，1979)、遺跡からの出土例も多い。このことから、選択的に利用された可能性もある

が、試料数が少ないため現時点では断定できない。
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第 6章ま と め

兵ヶ沢遺跡の時期と遺跡の性格について考える上で、はじめに遺構の年代を把握する上での遺構外

出土土器群の時期についてはおおよそ以下のように考える。

I群土器:縄文時代早期末葉~前期初頭で、早稲田 5・6類に並行する o

H群土器:縄文時代前期中葉の円筒下層 a. b式土器である。

国群土器 a類は縄文時代中期の円筒上層 b式である。 b類はこれにほぼ並行する北陸系の土器で

新保式あるいは新崎式と考えられる。

N群土器:縄文時代晩期前葉の大洞BC式である。

第 1・2号竪穴住居跡出土の土器は、 I群 a類土器であり両竪穴住居跡は縄文時代前期中葉に営ま

れたものと判断される。さらに第1号陥し穴状遺構からは土器は出土していないものの黒曜石の石匙が

出土している。この黒濯石製の石匙に類似する資料としては大館市の池内遺跡の黒曜石製の石匙があ

る。池内遺跡の主体となる時期は円筒下層 a.-._， d式期の縄文時代前期中葉から後葉であり、兵ヶ沢遺

跡と一部時期的に重なることになる。また、逆茂木を立てた痕跡と考えられる底面に小穴を存する陥

し穴状遺構も油内遺跡で発見されていることから、傍証的ではあるが兵ヶ沢遺跡の第 1号陥し穴状遺

構はおよそ縄文時代前期中葉から後葉に使用されていたものと考えられる。

第 1・2号掘立柱建物跡についても、出土遺物が無く具体的な時期は詳しくは述べることは不可能

だが、六角形のいわゆる亀甲形の柱穴配置は、縄文時代後期の大湯環状列石や縄文晩期前半の虫内 I

遺跡で、見つかっており、いずれも慕域や祭記にかかわる建物と考えられている。兵ヶ沢遺跡では、 1 

点ではあるが晩期前半の大潟BC式の鉢形土器片(ill群土器)が出土しており、本遺跡の 2棟の掘立柱

建物跡もほぼ同時期の遺構と判断される。

土坑群については、壁から底面にかけて熱により赤変硬化したものが多い。これら土坑からは遺物

は全く出土せず、覆土に炭層が認められ、また年代測定ではおおよそ 9世紀後半の数値が得られてい

る。さらに炭化材の樹種同定ではいずれもクリ材であることがわかっており、これら土坑群が平安時

代の炭焼窯の可能性がある。なお、表採遺物のなかにはわずかではあるが小鉄塊もあり、調査区外に

製鉄関連遺構が存在する可能性がある。

兵ヶ沢遺跡の遺構とその年代については上記のように推定の域をでないが、これらをまとめてみる

と、最初に遺跡が営まれたのは縄文時代前期中葉から後葉であり、陥し穴状遺構を利用した狩猟や石

錘を利用した網による漁業が生業として行われていたようである。また、縄文時代晩期前半には掘立

柱建物が立てられ、祭杷が行われていた可能性も見いだせる。

古代では、クリ材を炭の原料として小規模な製鉄関連遺構の存在が考えられる。兵ヶ沢遺跡周辺で

は、砂鉄が採集可能であるしまた遺跡の南東 1kmほどの丘陵には平安時代の製鉄関連遺構を伴う

落が確認された小林遺跡があり両者の関連性も考慮する必要があろう。
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1 竪穴住居跡出土石器(1)

2 竪穴住居跡出土石器(2)
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名 l日本権沿岸東北自動車道建設事業に係る埋蔵文化財発掘調査報告書

次 II I 

シリーズ名|秋田県文化財調査報告書

忠彦

秋田県埋蔵文化財センター

地 秋田県仙北郡イ山北町払田字牛嶋20番地

月自 2000年 3月

ふりがな コ ド j七 経 調査期間 調査原因

所 在 地 市町村 i
。， " 。， " 

百l

05341 18-8 40
0 

140
0 

19980512 8，050 高速道路

5' 建設事業

30" 24" 19980731 

掘立柱建物跡 2 

焔し穴状潰構 1 

8 

している。

4 

1 

9~10世紀の製鉄関連

遺跡の可能性がある。
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